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概要

OpenShift のリソース最適化を使用して、OpenShift クラスターのプロジェクト内のコンテナーと
Pod のサイズをより適切に調整し、クラスター内のノードのサイジングと容量管理を改善する方法
について説明します。
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はじめに

Cost Management ユーザーは、OpenShift サービスのリソース最適化を使用して、Red Hat OpenShift
デプロイメントを使用状況に合わせて支出を監視および制御できます。さらに、OpenShift サービスの
リソース最適化を使用して、以下のタスクを実行できます。

アプリケーションとデプロイメントの使用状況を報告する。

Pod のサイズを最適化する。

コストを管理する。

はじめに

3



第1章 前提条件
Cost Management Metrics Operator がインストールされている。

OpenShift インテグレーションを Cost Management に追加している。詳細は、Cost
management への OpenShift Container Platform データの統合 を参照してください。
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第2章 OPENSHIFT のリソース最適化について
Cost Management に含まれる OpenShift のリソース最適化は、すべてのクラスターの使用状況を評価
し、監視して、Red Hat OpenShift リソースを最大化します。OpenShift の現行データおよび履歴デー
タを使用して、OpenShift のリソース最適化では、OpenShift クラスターのコストを最適化するための
アクションを推奨します。

サービスは、CPU とメモリーの使用量のメトリクスを表示し、それらのメトリクスを分析し、定義さ
れたコンテナー要求および制限を比較します。Cost Management に追加したインテグレーションデー
タを使用して、OpenShift のリソース最適化は過去の使用パターンを分析し、最適化に関する推奨事項
を返します。このデータにより、リソースの割り当てが改善され、OpenShift クラスターデプロイメン
トでの費用を節約できます。
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第3章 OPENSHIFT 最適化レポートのリソース最適化の表示
Red Hat Hybrid Cloud Console  から OpenShift のリソース最適化にアクセスし、Red Hat OpenShift ク
ラスターを最適化する方法の詳細な推奨事項を確認してください。

前提条件

OpenShift インテグレーションを Cost Management または Hybrid Committed Spend に追加し
ている。

Operator から少なくとも 24 時間のデータがアップロードされている。

Red Hat Hybrid Cloud Console  にログインしている。

手順

1. Red Hat Hybrid Cloud Console  にログインします。

2. Services メニューの Spend Management → Cost Management をクリックします。

3. Global Navigation で Cost Management → Optimizations をクリックします。

4. Optimizations ページで、最適化を検索するか、最適化をフィルタリングします。

5. 表の中の 1 行をクリックすると、OpenShift のリソース最適化の推奨事項に関する情報が表示
されます。

6. OpenShift のリソース最適化の推奨事項に関する情報を表示するには、表の行をクリックしま
す。
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